
農林水産省 平成26年度 和食推進事業
（日本食・食文化の世界的普及プロジェクトのうち 和食継承のための青少年等への情報発信事業）

近年、食の多様化とともに和食離れが進んでいます。都内のある地域で実施した食生活調査では、朝食に和食（ごはん）で
はなくパンを食べる児童が、全校児童の半数以上に上るという小学校もありました。そんな中、学校給食は日本の食を次世代に
継承する最後の砦ともいえます。

農林水産省が昨年度から実施する和食推進事業では、若手和食料理人が立ち上がり、未来を担う児童・生徒に、日本の伝
統的食文化である「和食」を中心とした食生活や、その魅力を知ってもらうことを通じて日本食・食文化に関する理解向上・普及
を図るお手伝いを行っています。

本イベントに関するお問い合せ先：合同会社五穀豊穣 岡部 千紘／中西 美月／西居 豊

TEL： 03-6264-1394 FAX：03-6893-6712

報道関係者 各位

※ライブ調理イメージ

日時：10月7日（火） 14時～16時45分（ 13時30分開場 ）

場所：渋谷シダックスカルチャーホール 8Ｆ

平成26年度 『和食給食応援団』キックオフミーティング

農林水産省,文部科学省,和食料理人,大手食品ﾒｰｶｰが、
ﾀｯｸﾞを組んで次世代へ和食を継承・推進する取組みです。

【同日開催】有名和食料理人×1都3県栄養教諭・学校栄養職員有志80名

和食給食 ライブ調理講習・試食会

【第2部】 『和食給食 調理講習・試食会』

賛否両論笠原氏をはじめ都内有名店の和食料理人が、

会場内カウンターキッチンで給食を想定した和食献立を実演調理。

栄養教諭・学校栄養職員80名に、調理のコツや、献立作成の

ポイントなどをその場でレクチャーし、明日からの学校給食現場に

生かしていきます。

＜当日の献立担当料理人（予定）＞
主菜：「賛否両論」 笠原将弘氏／副菜：「銀座六雁」 秋山能久氏／汁物：「京料理 たか木」 高木一雄氏

今年度は規模を大幅に拡大し、全国２５の小中学校に和食料理人が訪問し、栄養教諭・学校栄養職員の皆様と共に、オ
リジナル和食給食献立の開発等に取り組みます。今年度新たに、にんべん、マルコメやフジッコなど大手食品・調味料メーカーも
も加わり、共同で事業に取り組んでいくこととなりました。 本イベントは、今年度のスタートを飾るべく、賛否両論 笠原将弘氏を
はじめ、ミシュラン三ツ星の銀座小十 奥田透氏などの和食料理人代表者6名、大手食品・調味料メーカー約20社が一同に
会し、今年度事業の方針共有、一丸となって和食推進に取り組む決意表明の意味をこめたスタートアップミーティングです。

同会場にて、栄養教諭、学校栄養職員有志約100名が参加し、和食料理人による和食給食献立講座も実施予定にしてお

ります。農林水産省、文部科学省、和食料理人、大手食品調味料メーカーが共同で行う「和食」推進の取り組みをぜひご取材

頂きますよう、よろしくお願いいたします。

和食給食応援団
団長：「賛否両論」笠原氏

× ×

時間：15時〜16時45分

場所：シダックスカルチャーホール（同施設） 6F



事業の概要

■事業の目的
青少年及び食関係事業者や学校給食関係者等に対して「献立」の提案や「和食」に関する情報発信等を行うことで、青少
年等への日本食・食文化に関する理解向上・普及を図る

■事業の実施内容
平成26年度 和食推進事業（日本食・食文化の世界的普及プロジェクトのうち 和食継承のための青少年等への情報
発信事業）は、未来を担う青少年に、伝統的食文化である「和食」を中心とした食生活や、その味覚を継承し、「和食」の推
進、普及を図るため、和食料理人の手を借りながら、全国25の学校を推進校として選定し、セミナー等を実施致します。
具体的には、その地域に縁のある、または地元産の農産品を使って、和食料理人に献立開発を依頼。献立開発は、和食
料理人、栄養教諭・学校栄養職員が協力をしながら完成させることで、より身近な和食給食メニューを提案していきます。
「和食」がユネスコの無形文化遺産に登録されたことを受けて、様々な和食料理人が立ち上がり、青少年等に「和食」を
伝えるお手伝いを行います。和食料理人と栄養教諭、学校栄養職員が連携しながら取り組むことで無形文化遺産登録の
主旨である「和食」の継承を進めていきます。

■当日出席予定者
・農林水産省
・文部科学省
・公益社団法人全国学校栄養士協議会 相談役 市場祥子氏
・東京家政学院大学 名誉教授 江原絢子氏

■和食給食応援団とは？
和食料理人と大手食品・調味料メーカーが立ち上がり、「和食」の推進に向けて栄養教諭、学校栄養職員を応援するグルー
プ。全国様々な地に赴き、「和食」の普及活動に取り組んでいます。現在、全国20名の和食料理人と25社の企業が活動に
参加しています。

■今年度実施推進校と訪問予定和食料理人（10月〜1月 予定）
北海道礼文町立礼文小学校 ×川甚本店 本間勇司様
北海道函館市立昭和小学校 ×「割烹旅館 若松」成田正吾様（ミシュラン一つ星シェフ）
青森県八戸市立種差小学校 ×「ほむら」小笠原一芸様
福島県いわき市立平第二小学校 ×「わ多なべ」渡邊達也様
新潟県長岡市立越路小学校 ×長岡グランドホテル「南天」野元真善様
石川県金沢市立三馬小学校 ×「なすび亭」吉岡英尋様（ミシュラン一つ星シェフ）
東京都中央区立銀座中学校 ×「銀座 小十」奥田透様（ミシュラン三つ星シェフ）
東京都世田谷区立尾山台小学校 ×「日本料理 雄」佐藤雄一様
千葉県南房総市丸山町給食センター ×「鮨 小野」小野淳平様
岐阜県岐阜市立境川中学校 ×「うを仁」臼井規郎様
大阪府枚方市立招提小学校 ×「宮本」宮本大介様（ミシュラン二つ星シェフ）
大阪府和泉市立南池田中学校 ×「日本料理 喜一」北野喜一様
大阪府立吹田支援学校 ×「京料理 たか木」高木一雄様（ミシュラン二つ星シェフ）
兵庫県芦屋市立山手小学校 ×「京料理 たか木」高木一雄様（ミシュラン二つ星シェフ）
広島県広島市立比治山小学校 ×「田じま」田島様
山口県下関市立安岡中学校 ×「つか佐」川口様
福岡県北九州市立藤木小学校 ×「まつ山」松山様（ミシュラン一つ星シェフ）
大分県国東市国東学校給食センター ×「日本料理 賛否両論」笠原将弘様

■当日スケジュール

・「日本料理 賛否両論」笠原将弘氏
・「銀座小十」 奥田透氏
・「京料理たか木」 高木一雄氏
・「六雁（むつかり）」秋山能久氏
・「日本料理 TAKEMOTO」武本賢太郎氏
・「鮨 小野」小野淳平氏

<記者発表タイムスケジュール>

13:30 受付開始

14:00～14:01（1’） 事務局から最初の挨拶

14:01～14:04（3’） 農林水産省より挨拶

14:04～14:07（3’） 文部科学省より挨拶

14:07～14:10（3’） 公益社団法人全国学校栄養士協議会

相談役 市場祥子様 挨拶

14:10～14:12（2’） 和食給食応援団 団長 賛否両論 笠原様 挨拶

14:12～14:14（2’） 和食給食応援団 銀座小十 奥田様 挨拶

14:14～14:17（3’） 和食給食応援団 推進企業パートナー 代表挨拶

14:17～14:21（4’） 事務局より出席和食料理人、出席企業様の紹介

14:21～14:25（4’） 事務局から今年度の訪問先等の説明

14:25～14:40（15’） 質疑応答

14:40～14:45（5’） フォトセッション（全出席者登壇、企業出席者は、代表者一名）

<調理実演タイムスケジュール>

15:00～15:05（5’） 司会からの挨拶

15:05～15:10（5’） 和食料理人代表からの挨拶

15:10～16:20（70’） 料理人による講演、調理

16:20～16:35（15’） 試食

16:35～16:45（10’） 終わりの挨拶、終了



参加企業一覧

■参加企業一覧 ※50音順、敬称略
アルファー食品、カゴメ、川光商事、キッコーマン、三信化工、シダックス、宝醤油、東京ガス、日新製糖、にんべん、フジッ
コ、マルコメ、マルヤナギ、三井製糖、盛田醤油、山本海苔店、横井醸造工業、理研ビタミン その他



FＡＸ送信先：和食給食応援団事務局 03-6893-6712

和食給食応援団 記者発表 取材の案内

【本イベントに関するお問い合せ先】

和食給食応援団事務局（合同会社五穀豊穣内） 岡部 千紘／中西 美月／西居 豊

〒104-0045 東京都中央区築地4-12-2-1005

TEL: 03-6264-1394 TEL: 090-3711-3769

FAX:03-6893-6712 E-mail:info@gokokuhoujou.jp

ご取材 お申込用紙

貴団体・貴社名

部署

媒体名（番組名）

配信予定日時

代表者

代表者連絡先
TEL： FAX：

E-Mail ： ＠

参加者名

来場予定時間

ご取材下さる報道関係者様は、下記のお申込用紙に必要事項をご記入の上、

10/6（金）18時までに、上記FAX番号までお申し込み下さい。

※ご不明な点がございましたら、事務局までお電話下さい。

※上記の締切を過ぎてお申込の場合は、お電話にてお問い合わせ下さい。

※当日は、スタッフが待機しております。会場入口受付までお越しくださいませ。

日時：10月7日（火） 14時〜16時45分 （ 13時30分開場 ）

場所：渋谷シダックスカルチャーホール

〒150-0041 東京都渋谷区神南1-12-13 渋谷シダックスビレッジ

アクセス：JR山手線／東急東横・田園都市線／京王井の頭線

東京メトロ半蔵門線・副都心線・銀座線 『渋谷駅』より徒歩8分

井ノ頭通り入口

神南一丁目

神南郵便局前

渋谷駅
ハチ公口

会場 渋
谷
駅
ハ
チ
公
口
を
出
て

井
の
頭
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り
を
北
に
徒
歩
8
分



（１）取材申込について

取材を希望される場合は、別紙「取材申込書」にて、ＦＡＸにてお申込みください。

申込締切り：10月6日（月）18時 ※締切後は直接お電話下さい。

→お問い合わせ先 和食給食応援団事務局 西居 ＴＥＬ：090（3711）3769

（２）当日の取材について

①プレス受付は当日13時30分から開始します。

②当日は、自社腕章か「プレス受付」でお渡しするプレスフォルダーを装着してください。

③イベント現場での撮影について

・撮影にあたっては、参加者の妨げにならないよう、ご留意ください。

・現場スタッフの指示に沿って撮影してください。

④個別取材について

・プレゼンター及び関係者への取材は、プログラム終了後に時間を設けます。

⑤その他

・その他、撮影に必要となる可能性のある備品（脚立、照明等）については、各自で

準備してください。

（３）当日のお問合せ先

当日のお問合せについては、下記までご連絡ください。

お問合せ先：和食給食応援団事務局 中西 ＴＥＬ：090-9053-4600

西居 ＴＥＬ：090-3711-3769

（４）各実施校・教育委員会へのお問い合わせについてのご注意点

メディア対応はすべて事務局で対応させていただいております。

学校・教育委員会様への直接のお問い合わせはお控えいただき、ご不明点が

ございましたら、事務局まで直接お問い合わせください。

ご取材要領


